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゜
校
長

稲
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良
彦

『
地
域
に
開
か
れ
た
震
高
』

を
目
指
し
て

同
窓
会
長

新
緑
の
候
、
同
窓
会
員
の
皆
様

に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
年
の
十
二
月
末

日
を
も
っ
て
募
金
活
動
も
お
お
む

ね
終
了
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
募

金
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
十

二
名
の
同
窓
実
行
委
員
の
皆
様
と

渥
美
町
・
赤
羽
根
町
・
田
原
町
・

豊
橋
市
で
三
0

0
名
余
の
地
区
委

員
の
皆
様
に
よ
る
地
域
組
織
の
精

力
的
な
ご
活
動
と
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
去
る
二
月
二
十
六
日

に
は
、
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
、

新
し
く
百
八
十
二
名
の
卒
業
生
が

入
会
し
ま
し
た
。
今
後
皆
様
の
地

域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
支
部
会

員
と
し
て
ご
歓
迎
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
教
育
改
革
が
叫
ば
れ
る

中
、
各
種
の
答
申
案
が
紙
上
報
告

さ
れ
、
会
員
の
皆
様
に
は
何
か
と

関
心
を
お
寄
せ
の
こ
と
と
推
察
申

し
あ
げ
ま
す
。
過
日
の
新
学
習
指

導
要
領
案
に
よ
れ
ば
、
完
全
学
校

週
五
日
制
を
見
越
し
て
、
全
日
制

高
校
で
は
週
30
時
間
、
卒
業
に
必

要
な
修
得
単
位
数
は

74
単
位
に
減

ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ

て
の
学
科
の
必
修
単
位
数
は

31
単

位
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
学

校
裁
量
で
授
業
時
間
や
独
自
の

「
学
校
設
定
科
目
」
が
設
け
ら
れ

る
等
、
生
徒
の
生
き
る
力
の
育
成

を
図
る
特
色
あ
る
教
育
課
程
が
編

成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
校
と
し
て
は
教
育

課
程
審
議
会
答
申
の
中
か
ら
、
次

の
二
点
に
つ
い
て
同
窓
会
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
つ
は
、
地
域
の
期
待
や
要
望

を
正
確
に
受
け
止
め
、
そ
の
成
果

を
地
域
に
還
元
す
る
努
力
を
す
る

こ
と
で
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
本

校
の
施
設
と
設
備
を
広
く
地
域
の

-一
[
平
成
十

一
年
一
月
二
十
一
日
（
木
）

渥
美
農
業
高
等
学
校

L
於
／
会
議
室
(
-
五
•
四

0
1一八
・
ニ0)

-
議
事
の
内
容
等
の
概
略
を
以
下

間
、
姉
妹
校
フ
ル
ン
ネ
・
デ
ル
・
に
記
載
し
ま
す
。

タ
・
カ
レ

ッ
ジ
の
理
事
長
・
事
務
=

局
長
・
副
校
長
・
渉
外
主
任
・
教
一
一
式
典
委
員
会

員
二
名
・
通
訳
と
生
徒
十
一
名
の
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
は
平

第
一
回
派
遣
団
を
母
校
に
迎
え
有
一
成
十
二
年
十

一
月
九
日
（
木
）
を

意
義
な
交
流
を
も
つ
こ
と
が
で
き
．
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
の
間
オ
ラ
ン
ダ
生
-

徒
・
先
生
方
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
・
ニ
記
念
事
業
委
員
会

先
・
見
学
先
の
ご
家
庭
、
あ
る
い
-
①
緞
帳
は
体
育
館
の
内
部
改
修
工

は
運
営
の
全
般
に
わ
た
っ
て
郡
内
・
事
と
の
関
連
で
平
成
11
年
12
月

3
町
豊
橋
市
等
、
そ
し
て
母
校
の
-
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
方
に
は
大
変
な
ご
協
力
を
賜
一
②
第
2
回
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
生
徒
は

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
母

平

成

11
年
4
月
21
日
1
5
月
2

校
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
は
同
一
日
に
参
加
生
徒
10
名
、
引
率
教

窓
生
の
み
な
ら
ず
多
く
の
皆
様
の
．
員
3
名
で
実
施
予
定
で
す
。
今

ご
理
解
と
ご
厚
情
に
よ

っ
て

進

め

-

回

は

P
T
A
と
同
窓
会
の
引
率

ら
れ
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
平
・
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
十
二
年
の
記
念
式
典
ま
で
一
年
-
③
平
成
11
年
G
D
C
側
の
来
校
は

余
の
月
日
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
同
．
先
生

6
名
の
み
で
す
が
、
平
成

窓
生
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
変

-
1
2
年
に
は
本
校
創
立

50
周
年
と

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
一
日
蘭
交
流
4
0
0
年
を
記
念
し

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
．
て
先
生
5
名
と
生
徒
1
5
¥
2
0
名

活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
が
来
校
予
定
で
す
。

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
④
正
門
等
新
築
・
作
庭
に
つ
い
て

は
本
年
5
月
頃
を
め
ど
に
工
事

．
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
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よ
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．
内
容
を
検
討
し
、
2

月
末
に
は
業

一
者
を
決
定
し
ま
す
。
平
成
12
年
6

皆
様
に
解
放
し
、
在
校
生
と
共
に
-
月
以
降
に
蹄
数
3
0
0
 
0
部
程
度

農
業
分
野
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
．
を
発
行
の
予
定
で
す
。

共
こ
学
び
研
究
す
る
こ
と
で
す
。
=

無
論
、
実
施
運
営
上
の
諸
問
題
は
•
四
同
窓
会
名
簿
委
員
会

あ
り
ま
す
が
、
学
校
と
地
域
が
一
-
サ
イ
ズ

A

4
判
、
横
書
き
で
、

体
と
な
る
新
し
い
農
高
教
育
の
在
一
記
載
事
項
は
氏
名
、
旧
姓
、
住
所
、

り
方
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て
い
．
電
話
番
号
で
す
。
職
業
・
郵
便
番

ま
す
。

-
号
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。

二
つ
は
、
学
校
の
伝
統
や
歴
史
．
な
お
、
在
校
生
は
平
成
12
年
度

を
踏
ま
え
、
そ
の
着
実
な
継
承
を

1
年
生
ま
で
記
載
さ
れ
ま
す
。

現
在
、

一

果
す
こ
と
で
す
。
こ

れ

は

同

窓

生

・

氏

名

・

住

所

等

の

誤

り

の
皆
様
に
社
会
人
講
師
を
お
願
い
一
を
訂
正
中
で
す
。

し
、
各
学
科
の
専
攻
時
間
や
総
合
一

的
な
学
習
時
間
を
活
用
し
て
、
先
．
五
募
金
委
員
会

端
的
な
知
識
や
技
術
を
ご
指
導
頂
-
別
に
報
告
。

く
だ
け
で
な
く
、
ふ
る
き
善
き
農
．

高
の
伝
統
を
次
代
を
担
う
後
輩
に
-
六
広
告
協
賛
募
集
の
延
長
に

語
り
継
い
で
頂
け
た
ら
と
思
っ
て
．
つ
い
て

い

ま

す

。

-

広

告

協

賛

の

応

募

数

は

、

現

在

ど
う
か
、
「
地
域
に
開
か
れ
た

-
8
2
社
で
、
総
額
4
4
0
万
で
す
。

農
高
」
に
対
し
、
皆
様
方
の
建
設
昭
和
60
年
時
発
行
の
名
簿
よ
り
応

的
な
ご
提
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

．
募
企
業
数
は
少
な
い
状
況
で
す
の

一
で
、
広
告
募
集
期
間
は
平
成
11
年

4
月
末
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

っ
J
Ot
 -
i
 

鈴
木

守

同
窓
会
長
あ
い
さ
つ

た
。
ま
た
在
校
生
徒
の
保
護
者
の

皆
様
か
ら
も
格
段
の
ご
理
解
と
ご

厚
情
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
地

域
団
体
・
企
業
の
皆
様
か
ら
は
大

口
募
金
と
し
て
、
あ
る
い
は
広
告

協
賛
と
し
て
格
段
の
ご
理
解
と
ご

厚
情
を
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆

様
の
お
力
に
よ
り
目
標
額
を
達
成

い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
あ
ら
た

め
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨
今
の
経
済
情
勢
か
ら
募
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
不
安
材
料
が
多

く
、
予
定
の
記
念
事
業
等
の
完
遂

に
影
響
が
あ
る
も
の
と
危
惧
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
別
記
報
告
の
よ

う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

分
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
方
の
ご
厚

情
と
委
員
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
、

応
え
ら
れ
る
記
念
事
業
と
す
る
為

に
も
一
層
努
力
す
べ
き
と
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
記
念
事
業
の
―
つ
で
あ
る

国
際
交
流
は
学
校
側
の
ご
努
力
で

順
調
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
六
日
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創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

第
四
回
実
行
委
員
会
報
告

□夏合計 61,538,000

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

募
金
・
広
告
集
計
報
告

（平
成
11
年
3
月
末
日
現
在
）

同
窓
生
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様

方
に
は
、
創
立

50
周
年
記
念
事
業

の
遂
行
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
関
係
各
位
の

募
金
お
よ
び
広
告
・
募
集
活
動
に

合
わ
せ
て
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
平
成
且
年
3
月
末
日
現
在

の
皆
様
方
よ
り
集
ま
り
ま
し
た
募

金
広
告
代
金
の
う
ち
申
込
書
と
入

金
確
認
が
さ
れ
た
金
額
に
つ
い
て

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
広
告
は

4
月
末
日
が
申

し
込
み
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
さ
て
、
現
在
渥
美
農
高
同
窓
生

の
90
％
以
上
が
渥
美
三
町
お
よ
び

豊
橋
市
に
在
住
さ
れ
て
お
り
、
本

年
3
月
の
卒
業
生

l
8
2
名
を
加

え
、
同
窓
生
の
総
数
は
8
4
7
5

名
と
な
り
地
域
の
各
方
面
に
て
ご

活
躍
中
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
西

暦
2
0
0
 
0
年
の
創
立

50
周
年
を

目
前
に
し
、
各
記
念
事
業
の
準
備

も
進
行
中
で
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
本
年
度
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
と
の

国
際
交
流
も
開
始
さ
れ
、
本
校
と

G
D
C
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
相
手

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
改

装
さ
れ
ま
し
た
体
育
館
ス
テ
ー
ジ

の
緞
帳
等
の
設
置
も
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
事
業
の
趣
旨
に
則
っ

て
、
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
等

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

す
。
今
回
の
ご
報
告
は
途
中
集
計

で
あ
り
ま
す
。
誠
に
勝
手
な
が
ら
、

皆
様
か
ら
の
更
な
る
ご
理
解
と
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
に
は
大
口
募
金
者
・
広
告

協
賛
者
の
一
覧
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
＜
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

農
業
ク
ラ
ブ
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成
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二
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績
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ザ
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部

一
位

2

D

夏
目

野
球
部

第
80
回
愛
知
大
会

一
回
戦
不
戦
勝

二
回
戦
本
校
6
|
5
安
城

三
回
戦
本
校
0
1
1
0
杜
若 正

義
幸
士



愛知県立渥美農業裔等学校創立50周年記念事業 広報版 1999年（平成 11年） 5月号

r-----—------------------------------------------—’ GDC留学生受け入れ日程
17:00 自由時間 （発表の構想づくり）
18:10 めっくんはうすへ移動
18:30-19:30 バシ フィクロータ リークラ プと
の懇談
ホームステイ

l l /5 (木）
9:00 学校出発
9:20 皿井園芸 (40分）
10:30 栽培漁業セ ンター (40分）
11:30 伊良湖岬昼食 (60分）
12:40 渥美シーサイ ドフ ローラ（松田氏）(40 
分）

13:30 渥美町農協トラストマム (60分）
15:00 サンテパルクにてソーセージ製造
施設案内および説明 反省と来年に向
けて（社会人講師）

17:00 サンテパルク現地解散 ホームステイ
l l /6 (金）
9:00 生け花実習 （講師藤城）
10:40 蔵王山展望
11:40 田原町博物館（田原町農協バス）
11:50 のんびりタ イム
田原城跡→武家屋敷土塀→池の原公園
→霊巌寺→城宝寺→祭り会館→はな と
き通り→文化会館
文化会館から学校へ（発表会準備）
めっくんはうすへ移動
さよ ならparty (観音太鼓 • 発表会）
開会
同窓会長 ・PTA会長挨拶
生徒GDC発表
学校長挨拶記念品

19:50 閉会
ンプイホテル泊

1117 (土）
9:30 出発見送り（田原町マイクロ依頼）
シテ ィホテル発9:30→名古屋（シャンビ
アホテル）→名古屋城（産業教育フェ
ア）落

l l /1 (日）
18:00 田原出発（田原町マイクロ）
GDC出迎えJA L053便 20:00到箔

21:00 空港出発 23:30田原シティホテル着
11 /2 (月）
10:30 ホテル発田原町表敬訪問 (10:45)
11:45 学校着
12:00 学校で挨拶昼食
13:30 学校紹介・地域紹介 (Introduce) 視聴覚
15:00 学校（農場）案内
17:00 日程説明
WelcomeParty 18:00-20:10 
ームステイ

l l /3 (火）
フリー タイム（各農家対応）
ex 浜松フ ラワーパーク （フルーツパ
ーク）、竜ヶ岩洞、龍渾寺、買い物タ イ
ム（釣 り・農作業・豊橋動物園など）
学校発
龍澤寺400、竜ヶ岩洞650
昼食1500
二川 ガーデンセンター、石巻生花展、
豊川稲荷
ホームステイ

l l /4 (水）
9:00 Gardening樹木の仕立て方講義 農士実
習室
自然樹形 と人工樹形、 庭木と盆栽
クロマツの模様木、斜幹の作 り方（社
会人講師）
樹木の剪定実習 庭山造園
剪定 （ク ロマツ盆栽） 6組

10:40 四つ目垣の製作
説明、 垣根結びの実演
留め柱、胴縁、立子の順に取 り付け
昼食
記念樹（桜） 植栽 し、四つ目垣で囲う
書道、色紙制作
生徒はペアで色紙を書く

16:10 折 り紙

L-------------------------------------------------

9:00 
10:30 
12:00 
13:30 

9:40 

12:00 
13:00 
14:15 

14:40 
17:50 
18:30 

，
 

ヘヽ』
~, j
,
 g 

生花に取りくむ GDCの先生

国
際
交
流
基
金
の
創
設
に
伴

い
、
同
窓
会

•
P
T
A

国
際
交
流

実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
平
成

九
年
一
月
二
十
日
、
本
校
と
オ
ラ

ン
ダ
王
国
フ
ル
ネ
デ
ル
タ
カ
レ
ッ

ジ
は
姉
妹
校
協
定
書
に
調
印
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
本
校
は
、
平
成
十

年
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
十
日

ま
で
同
窓
会
長
を
団
長
と
し
、
副

団
長

(
P
T
A
会
長
）
お
よ
び
同

窓
会
二
名
、

P
T
A
一
名
、
教
員

二
名
、
生
徒
十
名
が
第
一
回
姉
妹

校
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
訪
問
を
受
け
平
成
十
年
十

一
月

一
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で

フ
ル
ネ
デ
ル
タ
カ
レ
ッ
ジ
が
本
校

を
訪
問
し
ま
し
た
の
で
報
告
を
し

ま
す
。オ
ラ
ン
ダ
王
国
フ
ル
ネ
デ
ル
タ

カ
レ
ッ
ジ
は
、
理
事
長
、
事
務
局

長
、
教
員
三
名
、
通
訳
、
生
徒
十

一
名
合
わ
せ
て
十
七
名
の
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

示
し
た
日
程
に
従
い
、
四
ツ
目

垣
の
作
成
や
書
道
な
ど
の
授
業
へ

の
参
加
や
、
地
域
の
農
家
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
本
校
と

地
域
を
充
分
に
理
解
し
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
、
四
月
二
十
一
日
に
は

第
二
回
目
の
姉
妹
校
訪
問
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
、
訪
問
の
際
の
日
程
や
写

真
、
訪
問
さ
れ
た
職
員
か
ら
の
お

礼
の
手
紙
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
学
校
の
先
生
方
、
と
り
わ

け
、
こ
の
計
画
に
か
か
わ
っ
た
先

生
方
、
学
校
の
す
べ
て
の
職
員
の

方
々
、
稲
熊
先
生
、
中
村
先
生
、

P
T
A
の
皆
さ
ん
、
中
で
も
特
に

鈴
木
守
さ
ん
、
田
原
町
議
会
の
皆

さ
ん
、
役
場
の
通
訳
を
手
伝
っ
て

下
さ
っ
た
方
々
、
訪
問
し
た
会
杜

（全
文
の
紹
介
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

最
後
の
部
分
の
み
掲
載
し
ま
す
。）

~ 

第

1
回
オ
ラ
ツ
ダ
生
徒
の
受
け
入
れ
報
告

Groene Delta Co1lege Welcor; 

歓迎会のひとこま

ア
ン
ド
レ

敬
具

ハ
イ
フ
ン
ス

の
方
々
、
そ
の
他
す
べ
て
の
皆
様
、

私
た
ち
は
、
皆
様
が
我
々
の
た
め

に
し
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
鈴
木
さ

ん
、
ど
う
か
こ
の
メ
ー
ル
を
訳
し

て
お
伝
え
下
さ
い

。
ど
ん
な
に

我
々
が
感
謝
し
て
い
る
の
か
を
彼

ら
に
伝
え
た
い
の
で
す
。

さ
あ
、
こ
れ
で
よ
し
。
ど
う
か
、

く
れ
ぐ
れ
も
そ
ち
ら
の
す
べ
て
の

皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ

い
。
と
に
か
く
大
変
あ
り
が
と
う
。

ま
た
メ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
今、

と
て
も
忙
し
い
の
で
す
。
自
分
に

押
し
寄
せ
て
く
る
た
く
さ
ん
の
仕

事
に
、
ど
う
か
な
り
そ
う
な
く
ら

い
で
す
。
こ
こ
の
す
べ
て
の
人
が

我
々
の
訓
練
を
望
ん
で
い
る
の
で

す
。
嬉
し
い
の
で
す
が
、
私
は
時

間
を
作
り
出
す
の
が
た
い
へ
ん
で

す
。

四ツ目垣の製作をする GDC生徒

か
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
休
育
館
の
改
修
工
事
も
平
成

十
一
年
一
月
に
終
了
し
、
工
事
と

の
関
連
で
記
念
事
業
の
―
つ
で
あ

り
ま
す
緞
帳
及
び
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
、
暗
幕
を
合
わ
せ
て
設
置
い
た

し
ま
し
た
。
さ
る
平
成
十
一
年

一

月
二
十

一
日
に
体
育
館
の
柿
落
と

し
と
緞
帳
の
お
ひ
ろ
め
を
兼
ね
ま

し
て
前
P

L
学
園
野
球
部
監
督
中

村
順
司
氏
を
迎
え
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
緞
帳
新
調
の
ご
報

告
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

体
育
館
緞
帳
の

新
調
の
お
礼

体
育
館
改
修
工
事
完
了

改修なった体育館

昭
和
四
十
二
年
に
建
築
さ
れ
た

体
育
館
も
三
十
二
年
の
風
雪
で
外

観
や
内
装
も
随
分
傷
み
ま
し
た
。

懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
改
修

工
事
も
、
同
窓
会
、

P
T
A
の
皆

様
方
の
真
摯
な
思
い
と
多
大
な
る

ご
協
力
に
よ
っ
て
平
成
十
一
年

一

月
、
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

屋
根
・
壁
・
ガ
ラ
ス
等
の
張
り
替

え
、
最
新
放
送
機
器
の
導
入
、
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
と
改
修
箇
所
は
多

岐
に
渡
り
、
ま
る
で
建
て
替
え
た

か
の
よ
う
な
立
派
な
体
育
館
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
五
十
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
寄
贈

い
た
だ
い
た
緞
帳
も
大
変
素
晴
ら

し
い
も
の
で
あ
り
、
体
育
館
に
彩

り
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

去
る
平
成
十
一
年
一
月
二
十
一

日
、
本
校
体
育
館
改
修
記
念
と
し

て
「
い
き
る
力
を
培
う
教
育
推
進

事
業
在
り
方
生
き
方
講
演
会
」
を
、

前
P

L
学
園
高
等
学
校
野
球
部
監

督
中
村
順
司
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
雪
が
ち
ら
つ
き
そ
う
な

ほ
ど
の
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
窓
会
役
員
・
五
十
周
年
実
行
委

員

•
P
T
A

の
方
々
が
多
数
ご
列

席
さ
れ
、
盛
大
に
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

中
村
監
督
は
、
母
校
で
あ
る
P

L
学
園
に
、
一
九
七
六
年
、
コ
ー

チ
と
し
て
就
任
し
て
以
来
退
任
さ

れ
る
ま
で
の
二
十
二
年
間
で
、
春

の
選
抜
、
夏
の
選
手
権
通
算
十
六

回
出
場

（う
ち
六
回
全
国
優
勝
）

と
い
う
輝
か
し
い
戦
績
を
お
さ
め

て
こ
ら
れ
た
名
監
督
で
す
。

講
演
の
内
容
に
も
実
体
験
が
持

つ
迫
力
が
言
葉
の
端
々
に
感
じ
ら

れ
、
現
在
も
プ
ロ
野
球
で
活
躍
し

て
い
る
立
浪
、
桑
田
、
清
原
選
手

ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
氏
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
球

道
即
人
道
」
「
人
生
の
財
は
友
な

り
」
に
つ
い
て
活
々
と
語
ら
れ
ま

し
た
。
中
村
監
督
の
熱
い
思
い
が
聴
衆

体
育
館
完
成

記
念
講
演
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F
F
A
と
の
国
際
交
流

本校を訪れた FFAの一行

の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
本
校
体
育
館
改
修
記
念

に
相
応
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し

?
 

J
O
 

t
 去

る
2
月
5
日
1
7
日
に
か
け

て

F
F
A
（
ア
メ
リ
カ
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
連
盟
）
役
員
視
察
団
が

本
校
に
来
校
し
ま
し
た
。
生
徒
5

名
と
職
員
3
名
の
計
8
名
が
2
泊

3
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し

た
。
初
日
は
本
校
生
徒
と
の
交
流

会
、
地
域
農
業
の
紹
介
、
ス
テ
イ

フ
ァ
ミ
リ
ー
紹
介
等
が
和
や
か
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
2
日
目
に
は
、

本
校
農
場
見
学
か
ら
始
ま
り
先
進

農
家
や
サ
ン
テ
パ
ル
ク
の
見
学
、

ト
ラ
ス
ト
マ
ム
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
等
の
農
業
施
設
や
伊
良
湖
岬

の
見
学
を
し
ま
し
た
。
渥
美
半
島

の
進
ん
だ
農
業
施
設
、
技
術
に
感

心
し
た
り
、
興
味
深
く
質
問
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
良
湖

岬
で
は
、
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
で

記
念
撮
影
を
し
た
り
と
十
分
に
楽

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
、
午
前
中
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
田
原
の
朝
市
、
蔵
王
山
へ
行
っ

た
り
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
団

ら
ん
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昼
近
く
に
、
別
れ
が
惜
し
ま
れ
ま

し
た
が
、
次
の
見
学
先
へ
出
発
さ

れ
ま
し
た
。
3
日
間
の
短
い
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
し
た
が
、
生
徒
、
職

員
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
経
験

が
で
き
ま
し
た
。


